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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は授業改善サポーター養成講座・研修2にご参加いただきありがとうございます。本研修では、前回からの1か月間の実践を振り返り、さらに改善を深めることを目的とします。理論を理解するだけでなく、実際に行動し、省察し、再設計するプロセスを重視します。本日はオンラインですが、対話と共有を通して学びを深めていきましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座の目標は三つあります。第一に、各種ツールを活用して授業改善のコンサルテーションができること。第二に、自校での普及施策を個人・組織レベルで提案できること。第三に、支え合えるコミュニティを形成することです。本日はその中でも「実践と省察」を中心に進めます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座は事前学習、同期研修、事後課題を組み合わせた設計です。学習→実践→省察→再設計の循環を体験していただきます。この構造自体が授業設計モデルでもあります。受講者として体験しながら、支援者としての視点も養ってください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日の流れをご確認ください。セッション1では振り返りと学習の深化、セッション2では実践報告の共有、セッション3では支援ツール開発の計画を行います。常に「自校でどう活かすか」を意識しながら参加してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは研修1からの1か月間の活動を振り返ります。アクションプランを実行してみて、うまくいったこと、難しかったことは何だったでしょうか。実践を通して得られた気づきを共有することが、次の改善につながります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループでアクションプランと省察を共有します。単なる報告ではなく、なぜそうなったのか、次に何を試したいのかまで言語化してください。他者の実践から学ぶ姿勢が重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
モジュール教材から得た学びを共有します。新しい発見や活用できそうなヒント、疑問点などを出してください。理論と実践を結びつける時間にします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
掲示板に投稿された質問に対し講師が回答します。疑問を解消するだけでなく、理論的背景も理解してください。なぜそれが重要なのかを考えることが専門性につながります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
シラバス改善をさらに検討します。目標・評価・方法の整合性は取れているでしょうか。1か月の学びを踏まえて、新たな視点から見直してみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各グループで出た改善案を共有します。改善理由を明確に説明してください。理論に基づく提案であることが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここで休憩です。次のセッションでは実践報告を扱います。時間までに戻ってきてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは実践報告の共有です。実際にどのような支援を行ったのか、その成果と課題は何かを整理します。経験を言語化することが成長につながります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
授業改善活動分析テンプレートを活用します。誰が、誰に、何の目的で実施したのかを明確にしてください。構造化することで改善点が見えます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは個人でGoogleドキュメントに記入します。実施したこと、課題、次の行動を具体的に書き出してください。

実際のワーク用フォームは、
グループ１:hhttps:// ・・・
グループ２:https:// ・・・
グループ３:https:// ・・・
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループで共有し、共通課題や特徴的な実践を整理します。発表を意識しながら議論してください。
やることは、次のとおりです。
Googleドキュメントを開いてください
グループの個人サマリーを共有してください。
グループとして、最後の3分でフォームに次の４つを記入してください。
実施したこと、しなかったこと
うまくいったこと、いかなかったこと（理由も含む）
次の１ヶ月でしてみたいこと
あったらいいなと思うツール、開発してみたいツール
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各グループの報告を全体で共有します。他校の事例からヒントを得て、自校での応用可能性を考えてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
短い休憩です。次はツール開発の計画に進みます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは支援ツールの開発です。現場で使える具体的なツールを構想します。理論を形にする作業です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
講座全体の流れを再確認します。研修3までに試作品を完成させることを目指します。グループでの作業になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、どのようなツールを開発するのか、検討するために、例をいくつか紹介します。支援ツールと手段の種類を整理したので、確認してください。
支援ツールには観察チェックリストやフィードバックフォームなど多様な種類があります。目的に応じて選択・開発することが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
具体的な例を見てみましょう。
ここでは、チェックリストの例を示します。一般的な授業用のチェックリストや、協調学習をデザインするための項目などがあります。どのような視点で確認するのか、何を重視するのかなどを整理して作成されています。いつ、どこで、誰が、何のために使うのかを考えながら、既存のツールを選び、使いやすいようにカスタマイズしてもいいですし、新しく用途に合わせて開発していかれても大丈夫です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
サポートツールの開発についての説明です。
研修3までに試作品を作成してください。誰が、いつ、何のために使うのかを明確にします。

これまでのチェックリストや一覧なども参考にして開発してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループで開発を目指すので、１ヶ月の間の連絡方法などを確認してください。
グループ内の連絡方法と役割分担を決めてください。計画的な協働が成功の鍵です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
どのようなツールをどの手順で開発するかを具体化します。既存資料も活用してください。


[EH]

H R — F‘/—Jbﬁcﬁ%‘@
=+ 'legf/f)( - 75_’/\7'_?
BTN —=TTEDLIBYR—FbY—IL%

JIV—TTCHEREIT L. EHO2ARTA2Hh2aEE

|l

D, LD, ADT=HIZ,
EDESICES DD, BIFEINBIHRE
K-> TWBZ L

Al


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各グループの構想を共有します。目的と期待効果を明確に説明してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次回までの課題を確認します。継続的な実践と省察が専門性を高めます。


21 SBrI=&E

@ IBRIRTHOECH
1y

@ BEUEFHON
LR—F
QOBESIFNRED
WERE

@ E=pEM (BEXE
12 2T LES R
BEEERBTYMA v
w) 1Ea—n

s 2Dt

AHMZ 1 (3055,
A4, 11/5)
EIREWEY R —

ﬁ @Eﬁtk

'/,‘E 7__4ij
w3 UEFIRIC

HEL BT
HE2EaIFE

OF7svav7rzsv
EHRLEKE—}

@ BEREYR—F
KRS 1
QOBESIFNRAED
HEREDT VT
F—F

@ FERIHM (A%
12 2T L35
BEERNETYFMI
WNE 22—

*HERIRTcHaI 2=
F—av

W& 2(3FRS,
11/26)

RELEYR—2
EBORKLAR
(1)

BB TARN
v a vERIDIC

22 BERFEE
HME3 Ea1FEE
QOrosvavriv
LEBRLFKE—F
@ BEREYHR—+
EhERE2
QYE—F+rY—L®D
R
@ EFRIHM(EERE
1By 2T LES B
BEEERBTYI >
WNnEa—n

*HERiRcnaIa=
r—<av

BHE3 (3R,
T4,
12/17)

REWEYFR—%
EHORKLEAR
(2)

'/AE 7__’(Xj]
v arERIbIC

HHEIERFEE
BrRiRcnaa
—g—av
D7Fovavssy

@B — F

*HERRTcnaIa=
F—vav



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修1〜3の全体像を再確認します。循環型学習を意識してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修3までにやることです。
提出物と期限を確認してください。計画的に取り組みましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修2では、こちらの活動を行いました。それぞれどのようなことに気がついたのか、振り返ってみてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修2を通して、聞いておきたいことはありますか。質問、コメントをお願いします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本研修を受講すると、以下の３点をできるようになることを目指しています。
・授業改善サポーターとして、各種ツールを活用して授業改善のためのコンサルテーションを行うことができる
・自校における授業コンサルテーションの普及を目指した施策を、個人レベル、組織レベルで提案することができる
・授業改善サポーターとして相談し支援し合えるコミュニティを形成する

それぞれの組織、個人の役割などで、どのようなサポートが可能かは変わってきます。自分自身で、個人レベル、組織レベルで何を目標にするのか設定してください。その達成度を評価する方法、達成するための方法を検討してみてください。せっかくですので、本日、グループで一緒になった先生方とも交流しながら有意義な１ヶ月にしてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次の研修までにわからないことなどありましたが、事務局、または、講師へお問い合わせください。
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